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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一人の被験者を複数の診断画像を得るための撮影オーダに対応して複数ショット撮影し
た場合の複数画像が前記複数の診断画像として適するか判断するための画像確認を行うこ
とができる放射線画像撮影装置において、
　一人の被験者の前記複数画像を同時に表示できる表示部と、
　表示された前記複数画像の全てが前記診断画像として適しているか否かを一括して指定
する手段と、を有することを特徴とする放射線画像撮影装置。
【請求項２】
　一人の被験者を複数の診断画像を得るための撮影オーダに対応して複数ショット撮影し
た場合の複数画像が前記複数の診断画像として適するか判断するための画像確認を行うこ
とができる放射線画像撮影装置において、
　一人の被験者の前記複数画像を同時に表示できる表示部と、
　表示された前記複数画像のそれぞれが前記診断画像として適しているか否かを個別に指
定する手段と、を有することを特徴とする放射線画像撮影装置。
【請求項３】
　一人の被験者を複数の診断画像を得るための撮影オーダに対応して複数ショット撮影し
た場合の複数画像が前記複数の診断画像として適するか判断するための画像確認を行うこ
とができる放射線画像撮影装置において、
　一人の被験者の前記複数画像を同時に表示できる表示部と、
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　表示された前記複数画像の全てが前記診断画像として適しているか否かを一括して指定
する手段と、
　表示された前記複数画像のそれぞれが前記診断画像として適しているか否かを個別に指
定する手段と、を有することを特徴とする放射線画像撮影装置。
【請求項４】
　前記指定が否のとき、その画像の撮影オーダを再登録する手段を有することを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれか１項に記載の放射線画像撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、放射線撮影後に放射線画像を表示する放射線画像撮影装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
放射線画像は病気診断などに多く用いられており、同じ被験者について同一の検査のため
複数回の放射線撮影が行われる場合も多い。このような場合、放射線撮影後に複数の放射
線画像について各放射線撮影ごとに個別にその放射線画像が病気診断に適する画像品質で
あるか否かの判断を行い、放射線画像の可否の指示を行っている。もし「否」であれば、
再撮影の指示が出され、該当するオーダが再度登録される。
【０００３】
ところが、かかる従来の放射線画像の判断には次のような問題点があった。
１．複数方向から放射線撮影する部位の検査の場合、放射線画像毎に個別に判断を行うた
め、複数の放射線画像から診断に適するかの判断を行うことができない。
２．同様の場合に、放射線画像毎に個別に判断を行うため、複数の放射線画像間の濃度の
一貫性の調整を容易に行うことができない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上述のような従来技術の問題に鑑み、複数の放射線画像を診断のための診断画
像として適するかの判断をより的確に行うことができる放射線撮影画像装置を提供するこ
とを目的とする。また、複数の放射線画像についての濃度の調整を行う場合、濃度の一貫
性を調整し易くする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明による放射線画像撮影装置は、一人の被験者を複数の
診断画像を得るための撮影オーダに対応して複数ショット撮影した場合の複数画像が前記
複数の診断画像として適するか判断するための画像確認を行うことができる放射線画像撮
影装置において、一人の被験者の前記複数画像を同時に表示できる表示部と、表示された
前記複数画像の全てが前記診断画像として適しているか否かを一括して指定する手段と、
を有することを特徴とする。
【０００６】
　この画像確認装置によれば、複数画像を同時に表示するので、診断画像として適するか
の判断を同一検査内の他の画像を参照し考慮して行うことができる。このため、複数の放
射線画像の画像品質等の判断を互いに比較しながらより的確に行うことができる。また、
診断画像として可とするために画像の濃度調整を行う必要がある場合、他の放射線画像を
参照できるため、濃度調整がし易い。また、複数画像の濃度の調整を行う場合、濃度の一
貫性を調整し易い。
【０００７】
前記指定が否のとき、その画像の撮影オーダを再登録することができる。
【０００８】
　また、本発明による別の放射線画像撮影装置は、一人の被験者を複数の診断画像を得る
ための撮影オーダに対応して複数ショット撮影した場合の複数画像が前記複数の診断画像
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として適するか判断するための画像確認を行うことができる放射線画像撮影装置において
、一人の被験者の前記複数画像を同時に表示できる表示部と、表示された前記複数画像の
それぞれが前記診断画像として適しているか否かを個別に指定する手段と、を有すること
を特徴とする。
　本発明によるさらに別の放射線画像撮影装置は、一人の被験者を複数の診断画像を得る
ための撮影オーダに対応して複数ショット撮影した場合の複数画像が前記複数の診断画像
として適するか判断するための画像確認を行うことができる放射線画像撮影装置において
、一人の被験者の前記複数画像を同時に表示できる表示部と、表示された前記複数画像の
全てが前記診断画像として適しているか否かを一括して指定する手段と、表示された前記
複数画像のそれぞれが前記診断画像として適しているか否かを個別に指定する手段と、を
有することを特徴とする。
【０００９】
　この放射線画像撮影装置によれば、同一検査内の複数画像を表示部に同時に表示するの
で、診断画像として適するかの判断を同一検査内の他の画像を参照し考慮して行うことが
でき、このため、複数の放射線画像の画像品質等の判断を互いに比較しながらより的確に
行うことができる。また、診断画像として可とするために画像の濃度調整を行う必要があ
る場合、他の放射線画像を参照できるため、濃度調整がし易い。また、複数画像の濃度の
調整を行う場合、濃度の一貫性を調整し易い。
【００１０】
前記指定が否のとき、その画像の撮影オーダを再登録する手段を有することができる。
【００１１】
また、参考例の放射線画像撮影装置は、各撮影部位に対応し撮影条件を定義したパラメー
タに、複数ショット撮影した場合に、画像単位に画像を表示して画像確認を行うか、また
は、検査単位に複数画像を表示して画像確認を行うのかを指定することができることを特
徴とする。
【００１２】
この放射線画像撮影装置によれば、画像確認を行う際に、複数画像を画像単位または複数
の画像で表示するかを選択できる。
【００１３】
また、参考例の別の放射線画像撮影装置は、一人の被験者の複数画像を同時に表示して、
その画面上で各画像の濃度調整をすることができることを特徴とする。
【００１４】
この放射線画像撮影装置によれば、同一検査内の他の画像を参照しながら濃度調整ができ
るため調整し易すく、また、複数画像の濃度の一貫性を調整し易い。
【００１５】
なお、本明細書において、「同一検査内」とは、放射線撮影の被験者が同一で複数回放射
線撮影をすることをいう。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による実施の形態について図面を用いて説明する。図１は本実施の形態によ
る放射線画像撮影装置を示すブロック図であり、図２は図１の放射線画像撮影装置の表示
部に表示される画面の例を示す図であり、図３は別の画面の例を示す図である。図４は図
１の放射線画像撮影装置の要部全体を示すブロック図である。
【００１７】
図１の放射線画像撮影装置は、被験者に対して放射線照射をし被験者を透過した放射線に
よる放射線画像を輝尽性蛍光体シートに記録する放射線画像撮影部１１と、輝尽性蛍光体
シートから励起光の走査により発生した光を集光し光電変換して得られた電気信号に基づ
いて輝尽性蛍光体シートに記録された放射線画像を読み取る放射線画像読取部１２と、読
み取られた放射線画像情報について画像処理を行う画像処理部１３と、画像処理された放
射線画像を表示できるＣＲＴや液晶からなる表示部１４とを備えている。なお、画像処理
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部１４からの放射線画像情報は画像形成装置１５からフィルムに形成された放射線画像と
して出力する。
【００１８】
図１の放射線画像撮影装置について図４により更に説明する。図４に示すように、放射線
画像撮影装置５０は、画像処理部１３と表示部１４とを含むコントローラ７２を備える。
放射線画像読取部１２は、放射線を照射するとこの放射線エネルギーの一部が蓄積され、
その後、可視光やレーザ光等の励起光を照射すると蓄積された放射線エネルギーに応じて
輝尽発光を示す輝尽性蛍光体を利用して、支持体上に蓄積性蛍光体を積層してなるシート
状の輝尽性蛍光体シート２に、放射線画像撮影部１１の制御部６２で制御されるＸ線照射
部６１から照射されたＸ線による人体等の被写体Ｍの放射線画像情報を一旦蓄積記録した
ものに、走査光学部４からレーザ光を走査して順次輝尽発光させ、この輝尽発光光をフォ
トマルチプライヤ１で光電的に順次読み取って画像信号を得るものである。そして、放射
線画像読取部１２は、この画像信号読取り後の輝尽性蛍光体シート２にハロゲンランプ６
から消去光を照射して、このシートに残留する放射線エネルギーを放出させ、次の撮影に
備える。
【００１９】
放射線画像読取部１２は、被検体の放射線画像情報を輝尽性蛍光体シート２と、輝尽性蛍
光体シート２に対する励起光としてのレーザ光を発生するレーザダイオード等からなるレ
ーザ光源部５６と、レーザ光源部５６を駆動するためのレーザ駆動回路８５と、レーザ光
源部５６からのレーザ光を輝尽性蛍光体シート２上に走査させるための光学系５７と、励
起レーザ光により励起された輝尽発光を集光し、光電変換し、画像信号を得る集光読取部
５９とを有する。集光読取部５９は、励起レーザ光により励起された輝尽発光を集光する
光ガイド３と、光ガイド３により集光された光を光電変換するフォトマルチプライヤ（光
電子増倍管）１と、フォトマルチプライヤ１に電圧を加える高圧電源１０ａと、フォトマ
ルチプライヤ１からの電流信号を、電流電圧変換・電圧増幅・Ａ／Ｄ変換などにより、デ
ジタル信号に変換する変換部８１と、この変換部８１により変換されたデジタル信号を補
正する補正部８２と、この補正部８２で補正されたデジタル信号を送信する画像送信部８
３とを有し、読み取った放射線画像情報のデジタル信号をコントローラ７２に送信する。
なお、補正部８２は、RISCプロセッサで構成され、デジタル信号の応答遅れやムラなどを
補正する。
【００２０】
放射線画像読取部１２は、更に、画像信号読取後の輝尽性蛍光体シートに残留する放射線
エネルギーを放出させるために、消去光を照射するハロゲンランプ６と、このハロゲンラ
ンプ６を駆動するドライバ４５とを有する。また、放射線画像読取部１２は、レーザ駆動
回路５、高圧電源１０ａ、変換部８１、補正部８２、画像送信部８３、及びドライバ４５
をそれぞれ制御する制御部４７を有する。また、放射線画像読取部１２のレーザ光源部５
６と光学系５７とを含む走査光学部４、光ガイド３、フォトマルチプライヤ１及びハロゲ
ンランプ６は、図示しない副走査ユニットとして一体的に、ボールねじ機構により、レー
ザ走査方向と垂直な副走査方向に移動する。この副走査ユニットは、画像読取時に、移動
することにより副走査し、復動する間に、ハロゲンランプ６が発光することにより残像を
消去する。
【００２１】
コントローラ７２は、画像処理部１２等を構成するパソコン本体部６５と、キーボード６
６と、表示部１４とを有し、放射線画像読取部１２から受信した放射線画像情報のデジタ
ル信号を一旦、メモリ上に記憶し、画像処理し、キーボード６６からの操作入力に応じて
、表示部１４への表示と画像処理を制御し、画像処理された放射線画像情報を出力する。
【００２２】
図１、図４の放射線画像撮影装置で、一人の被験者について同一の検査のため例えば同一
の部位に対し撮影方向を変えて複数回放射線撮影をした場合、それらの複数の放射線画像
を表示部１４に並べて表示できるようになっている。
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【００２３】
図２に示すように、図１、図４の表示部１４に表示される画面２０には、同一の検査のた
めの複数の放射線画像をそれぞれ確認画面として表示できる複数の画像表示部２１，２２
が並んで表示される。また、各画像表示部２１，２２の下方近傍には、画像表示部２１，
２２に表示された各放射線画像が可の場合に押されるＯＫボタン２１ａ、２２ａと、否の
場合に押される再撮影ボタン２１ｂ、２２ｂとが配置されている。また、画面２０の右下
には、その検査がＯＫの場合に押される検査ＯＫボタン２３と、継続して行う場合に押さ
れる検査継続ボタン２４とが配置されている。
【００２４】
なお、画面２０の上部には被験者の氏名やＩＤＮｏ．等が表示され、各画像表示部２１，
２２と各ＯＫボタン及び再撮影ボタンとの間には各放射線画像の撮影部位や撮影方向など
の撮影条件がそれぞれ表示される。
【００２５】
いま、ある被験者について同一の検査のため同一の部位に対し撮影方向を変えて複数回放
射線撮影をした場合、各放射線画像が図２の画面２０の画像表示部２１，２２確認画面と
してそれぞれ表示される。そして、撮影技術者が複数の画像表示部２１，２２に表示され
た各放射線画像をみて病気診断のための診断画像として適するか否かをそれぞれ判断し、
可でありＯＫの場合にはＯＫボタン２１ａ、２２ａを押し、その撮影が完了したことにな
り、否であり再撮影の場合には再撮影ボタン２１ｂ、２２ｂを押す。
【００２６】
この場合、再撮影ボタンが押された放射線画像については再撮影のためのオーダが登録さ
れる。また、もしすべての放射線画像が再撮影の場合には、検査継続ボタン２４を押すと
、再撮影の指示を一括して出すことができる。
【００２７】
また、すべての放射線画像を確認しそれぞれ判断しＯＫの場合には検査ＯＫボタン２３を
押す。すべての放射線画像がＯＫとなると、各放射線画像を図１の画像形成装置１５でフ
ィルムにその画像を形成して出力するようにできる。
【００２８】
以上のように、図１及び図２の放射線画像撮影装置では、同一の検査内の複数の放射線画
像を画面２０の画像表示部２１，２２に同時にそれぞれ表示するので、診断画像として適
するかの判断を互いに他の放射線画像を参照し考慮して行うことができる。このため、複
数の放射線画像の画像品質等の判断を互いに比較しながらより的確に行うことができる。
また、診断画像として可とするために画像の濃度調整を行う必要がある場合、他の放射線
画像を参照できるため、濃度調整がし易い。また、複数画像の濃度の調整を行う場合、濃
度の一貫性を調整し易い。
【００２９】
次に、図３により、図１の表示部１４に表示される別の画面について説明する。図３に示
す画面３０は図２よりも多くの放射線画像を同時に表示できるようにしたものであり、画
面３０には、同一の検査のための複数の放射線画像をそれぞれ確認画面として表示できる
複数の画像表示部３１，３２，３３，３４が画面横方向に並んで表示される。各画像表示
部３１～３４の下方近傍には、画像表示部３１～３４に表示された各放射線画像が可の場
合に押されるＯＫボタン３１ａ、３２ａ、３３ａ、３４ａと、否の場合に押される再撮影
ボタン３１ｂ、３２ｂ、３３ｂ、３４ｂとが配置されている。また、画面３０の右上には
、その検査がＯＫの場合に押される検査ＯＫボタン３５と、継続して行う場合に押される
検査継続ボタン３６とが配置されている。
【００３０】
なお、画面３０の上部には被験者の氏名やＩＤＮｏ．等が表示され、各画像表示部３１～
３４と各ＯＫボタン及び再撮影ボタンとの間には各放射線画像の撮影部位や撮影方向など
の撮影条件がそれぞれ表示される。
【００３１】
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以上のように、図３では、図２の場合と同様の効果を得ることができるが、同一検査内の
複数の放射線画像を画面３０の画像表示部３１～３４に図２の場合よりも多く同時にそれ
ぞれ表示できるので、同一検査内の放射線画像が多くなっても診断画像として適するかの
判断を他の放射線画像を参照し考慮して行うことができる。このため、より多い複数の放
射線画像の画像品質等の判断を互いに比較しながらより的確に行うことができる。
【００３２】
なお、放射線画像撮影装置では表示部１４における図２のような２つの確認画面または図
３のような４つの確認画面を選択できるようになっている。また、図２，図３の画面２０
，３０の各画像表示部２１，２２，３１～３４に放射線画像が表示されているとき、その
画像を例えばクリックすることにより拡大して画面２０，３０に選択的に大きく表示させ
ることができ、上述の判断時に放射線画像を確認し易くなる。
【００３３】
以上のように、本発明を実施の形態により説明したが、本発明はこれらに限定されるもの
ではなく、本発明の技術的思想の範囲内で各種の変形が可能である。例えば、表示部１４
の確認画面における画像表示部の数は３としてもよく、また５以上とすることもできる。
また、表示部１４の複数の画像表示部に表示する放射線画像は必ずしも同じ被験者の同一
部位を撮影したものでなくともよく、同じ被験者の他の部位を撮影したものであってもよ
い。
【００３４】
【発明の効果】
本発明によれば、複数の放射線画像を診断のための診断画像として適するかの判断をより
的確に行うことができる放射線撮影画像装置を提供できる。また、複数の放射線画像につ
いての濃度の調整を行う場合、濃度の一貫性を調整し易くなる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態による放射線画像撮影装置を示すブロック図である。
【図２】図１の放射線画像撮影装置の表示部に表示される画面の例を示す図である。
【図３】図１の放射線画像撮影装置の表示部に表示される画面の別の例を示す図である。
【図４】図１の放射線画像撮影装置の要部全体を示すブロック図である。
【符号の説明】
１４　　　　　　　　　　　表示部
２０，３０　　　　　　　　表示部１４に表示される画面
２１，２２　　　　　　　　画像表示部
３１，３２，３３，３４　　画像表示部
２１ａ、３１ａ～３４ａ　　ＯＫボタン
２１ｂ、３１ｂ～３４ｂ　　再撮影ボタン
２３，３５　　　　　　　　検査ＯＫボタン
２４，３６　　　　　　　　検査継続ボタン
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